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第90回　茨城県中央メーデー
日　時　　４月27日（土）10：00
会　場　　茨城県三の丸庁舎広場

連
代
表
、
飯
田
正
美
社
民
党

県
連
合
幹
事
長
、
岡
野
孝
男

立
憲
民
主
党
県
連
幹
事
長
な

ど
が
駆
け
つ
け
、
激
励
を
受

け
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
・
メ
ー
デ
ー
宣
言
採
択
、

プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
の

あ
と
、
参
加
者
は
水
戸
市
内

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
パ

レ
ー
ド
し
、
街
頭
の
市
民
に

労
働
時
間
短
縮
や
パ
ー
ト
労

働
者
の
賃
上
げ
な
ど
を
訴
え

ま
し
た
。

第２回ユニオンセミナー
日　時　５月25日（土）10:00～
会　場　自治労会館
内　容　①労働安全衛生活動
　　　　②自治体職場の労働時間
　　　　　を考える

　
連
合
茨
城
の
第
　
回
中
央

90

メ
ー
デ
ー
が
４
月
　
日
、
水

27

戸
市
内
の
三
の
丸
庁
舎
広
場

（
旧
県
庁
跡
地
）
で
開
か
れ

約
１
２
０
０
人
が
参
加
、
２

０
１
９
春
季
生
活
闘
争
終
盤

の
中
小
・
地
場
の
闘
い
や
参

院
選
勝
利
の
決
意
を
固
め
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
内
山
連
合
茨

城
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
春

季
生
活
闘
争
で
の
６
年
連
続

の
賃
金
引
上
げ
成
果
や
働
き

方
改
革
関
連
法
の
４
月
か
ら

の
実
施
を
確
実
な
も
の
に
す

る
取
り
組
み
の
強
化
な
ど
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
参
院
選

で
の
連
合
推
薦
候
補
の
必
勝

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
、
郡
司
彰
参
議

院
副
議
長
、
大
井
川
県
知

事
、
浅
野
哲
国
民
民
主
党
県

　
憲
法
が
施
行
　
年
を
迎
え

72

た
５
月
３
日
、
茨
城
平
和
擁

護
県
民
会
議
は
み
と
文
化
交

流
プ
ラ
ザ
で
憲
法
擁
護
市
民

の
つ
ど
い
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鈴
木
共
同
代

表
は
意
見
広
告
運
動
へ
の
協

力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

「
憲
法
を
守
り
、
東
海
第
２

原
発
は
再
稼
働
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
強
め
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
憲
法
と
沖
縄
」

を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
の
山
城
博
治
議

長
が
講
演
。
山
城
さ
ん
は
、

「
来
る
参
議
院
選
挙
で
は
、

憲
法
を
守
る
こ
と
を
位
置
づ

け
て
取
り
組
も
う
。
安
倍
首

相
の
４
選
は
あ
り
得
る
。
そ

れ
は
、
支
配
者
側
が
安
倍
首

相
を
立
て
、
憲
法
を
変
え
て

い
き
た
い
か
ら
だ
」
と
強

調
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
の
沖
縄
の
声
を
無
視
し
続

け
る
安
倍
政
権
に
対
し
て
も

「
県
民
の
声
を
踏
み
に
じ
る

安
倍
政
権
に
怒
り
を
禁
じ
え

な
い
。
沖
縄
か
ら
見
れ
ば
、

東
京
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
一
昔
前
に
比
べ
て
、
有

権
者
の
意
識
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
４
、
５
千
年
の
間
に
作
ら

れ
た
サ
ン
ゴ
の
海
を
破
壊

し
、
埋
め
立
て
て
い
る
。
岩

盤
も
弱
く
支
柱
の
長
さ
が
足

り
ず
、
基
地
は
完
成
し
よ
う

が
な
い
。
政
府
は
基
地
を
つ

く
る
と
い
う
よ
り
、
ま
さ
に

利
権
に
群
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
批
判
し
ま
し

た
。
　
次
に
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
原

発
再
稼
働
」
と
題
し
て
、
高

萩
市
在
住
の
原
発
避
難
者
の

森
田
省
一
さ
ん
が
特
別
報

　働
き
方
改
革
を
確
実
に

連
合
茨
城
が
第
　
回
メ
ー
デ
ー
　　

90
県中央メーデーで水戸市内をパレード

告
。
「
誰
も
責
任
を
取
ら
な

い
原
発
再
稼
働
。
『
金
＝
マ

ネ
ー
』
に
な
る
原
発
は
地
元

合
意
だ
け
で
よ
い
。
地
元
も

電
力
会
社
も
マ
ネ
ー
だ
け
。

規
制
委
員
会
は
基
準
を
ク
リ

ア
し
た
も
の
は
合
格
さ
せ
、

安
全
性
に
は
責
任
を
持
た
な

い
」
と
、
原
発
再
稼
働
を
許

し
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
ま

し
た
。

　
つ
ど
い
の
あ
と
、
参
加
者

は
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、

「
憲
法
改
悪
反
対
、
平
和
憲

法
を
守
ろ
う
」
、
「
東
海
第

２
原
発
再
稼
働
反
対
」
な
ど

と
訴
え
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

◇野球大会（軟式）
　・予選
　　日　時　　６月４日（火） ※予備日６月５日（水）
　　場　所　　水戸市総合運動公園軟式球場
　・決勝戦
　　日　時　　６月８日（土） ※予備日６月11日（火）
　　場　所　　ひたちなか市運動公園野球場

◇女子バレーボール大会（９人制）
　　日　時　　６月１日（土）　　
　　場　所　　水戸市総合運動公園　体育館　

2019年全日本自治体職員等
スポーツ大会茨城県大会

　憲
法
守
り
、原
発
再
稼
働
反
対

憲
法
擁
護
市
民
の
つ
ど
い
開
く
　

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

メーデーとは？
　　８時間は労働に、８時間は眠りに、
　　　　　そしてあとの８時間はわれわれの自由に

　メーデーは１８８６年５月１日に米国の労働者が８時間労
働制を求めてゼネラルストライキに立ちあがったのを起
源とする。当時、米国の労働者は低賃金と長時間労働に
苦しめられ、労働時間の短縮は切実な要求であった。日
本では１９２０年の５月２日に第１回メーデーが開かれた。
しかし治安維持法の下で労働運動は弾圧され、日本が次
第に戦争へとのめり込む中で、１９３６年に起きた「２・２６
事件」を契機にメーデーは禁止された。戦後は、労働組
合の復活とともにメーデーが再び開かれ、労働者の地位
や労働条件の向上、権利の拡大をはじめ、人権・労働基
本権の確立、民主主義の発展、恒久平和の希求に深く貢
献し、その役割を果たしてきた。

護憲市民のつどいで講演する
山城沖縄平和運動センター議長

水戸市内をデモ行進する護憲市民のつどいの参加者


